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 Fig.1  新ユニットの位置づけ 
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NEWS LETTER
井戸の発見と龍が飛び去ったことの 
因果関係への理解 3連載 
浅野　裕一 
第二章　　文明発生の記憶 
　古代文明が発生したとき、人々は暗黒の闇にもたらされた光
明として、それを歓迎したであろう。だが同時に、文明が急激
に発達して自然を圧迫していく事態に、不安と恐れを抱きもし
たであろう。文明発生の記憶は、古代の文献にどのように止ど
められているであろうか。人類が未開の野蛮を脱し、巨大な文
明を築けるかどうかの鍵は、都市の建設と文字の使用が可能で
あるか否かにかかっている。この章では文字の発明を通して、
古代の文献に辛うじて残された文明発生の記憶を辿ってみよう。 
 
　戦国時代、縦横家と呼ばれる遊説家たちがいた。最も有名
なのは、東方の六国が連合して秦に対抗する合縦策の提唱者・
蘇秦と、東方の六国を秦に仕えさせる連衡策の提唱者・張儀だっ
たが、二人はともに鬼谷先生から他人の心を操る弁論術を学
んだという。その鬼谷先生の教えを記したと称するのが『鬼谷
子』である。その序文には、「昔え倉頡文字を作りて、鬼は之
が為に哭せり」とある。典拠は、前漢武帝の時代に淮南王・
劉安が編纂させた道家思想の書物、『淮南子』である。 
 
　昔、蒼頡が文字を発明するや、天は穀物の雨を降らし、鬼
は真夜中に号泣した。伯益が井戸を発明したとたん、龍は玄
雲に登り、神は崑崙に移り棲んだ。人の能力が増すにつれて、
人の徳性はどんどん薄くなる。　　　　　　　　 
　ここには文字の発明や井戸の発明といった文明の発生が語ら
れる。だがこれだけでは、意味内容がよく理解できないので、『淮
南子』に後漢の学者・高誘が付けた注釈を参考にしてみよう。 
 
　蒼頡は最初、泥に付けられ
た鳥の足跡の文様にヒントを
得て文字を創作した。だが文
字の発明によって、人類には
他人を偽り欺こうとする邪心
が生じる。詐欺の心が生ずると、
人々は農業（本）を捨てて商
業（末）に走り、苦労の多い
農耕を嫌って、帳面付けで得
られる利潤に熱中するように
なった。そこで天は、このま
ま進めば、いずれ人類が食料
不足から飢餓に陥るであろうと予知し、その末路を哀れんで地
上に穀物の雨を降らせたのである。鬼は文字によって弾劾され
る事態を恐れた。だから夜中に泣いたのである。 
 
　伯益は天子の舜を補佐し、初めて井戸を堀って、大地に穴
を穿って水を汲み上げた。それを知った龍は、人類が自然に手
を加え、人工的に水を利用する心を持った以上、　必ずや人類
は将来河川の流れを改変し、手当たり次第に湖沼を浚渫するに
違いないと予知した。人類に危害を加えられるだろうと恐れた
龍は、それまで棲息場所としていた中国の河川や湖沼を脱出し、
雲に乗って天空高く飛び去った。龍の魂は西方の崑崙山に移り
棲んだ。 
 
　高誘の解説を読むと、文字の発明と穀物の雨が降ってきた
因果関係や、井戸の発明と龍が飛び去ったことの因果関係はよ
く理解できる。ただし高誘が「神」を龍の精神と解釈したのは
誤りであろう。それまで河川や湖沼に棲んでいた多くの神々が、
河川の改修や湖沼の浚渫による迫害を避けて中国を逃れ、西
方の崑崙山に移り棲んだというのである。 
　ここまではよく分かるのだが、最後まで理解しがたいのは、
文字の発明と鬼神の号泣との因果関係である。それでは文字
発明の報に接し、鬼神はなぜ慟哭したのであろうか。 
 
　この疑問を解くには、鬼神と文字の二方向から考察を進める
必要がある。まず鬼とはいったい何か。後漢の学者・許慎が編
纂した字書『説文解字』は、「人の帰る所は鬼と為す。人に从
いて鬼頭に象る。鬼は陰气にして賊害すれば、厶に从う」と述
べる。これによれば、鬼とは冥界から現世に帰ってきた死者で、
鬼頭（髑髏）と人と
厶が合成された字形
となる。ただし甲骨
文や金文の古体は厶
を伴わないから、厶
は賊害を意味する意
符ではなく、後に加
えられた音符（し）
である。さすれば鬼は、
人が髑髏の面を被る
姿の象形となる。 
